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ホ イ ッ トマ ンの海 め イ メ ジ
、

清 水 春 雄

は し が き

Whi七 … の 骸 作 品 ・と言 うよ り騨 う その 詩 作 碑 べ て 拓 徹 すべ き

L'eaves・fCrαssr草 の 葉 」 は・、1855年 初 版 刊 行か ら18?2{Fに 至 る迄 に約 十 版

鍾 ね て い る ・ 伽 晩 敏 即 拙 瀦D・vid珂 ・K・yが ・.1goouaの4・ave・

・fG・ αssの 序 文 に ・"P・ ・haP・ ・n・auth・ ・
,W・・give脚g・eや ・h町ng・t-

thanWal㌻Whi七man,
、]臨nypoem60r興 七sofpo⇔mshavebeon

eitheralt・ ・ed・ ・rdisca・d・df・ ・(1七im・t・apPe・rin興 ・w・f・ ・玖iρ

1・七・rediti・nS・ ・nd・n・ 七aξ ・WhavgdiS・plPPeared・n七ir- .ely.'と 述 べ て い る

通 り、 加 除 改 訂 な ど幾 攣 遷 か し て い る の で あ るヵ§、 前 鱗 約 十 版 を通 じ殊 φ ら れ

た詩篇 は、四 百鹸 に及んでい る。 その歌 うところは周知の如 く、僚友愛 に基 く

民主 々義の理想 と、彼猫 自の超絶主義 的な宗敏観 を繰 お返 し読V・ていろ ζ見 る

・ことが出來 る
。從つて その 中で は、海 とか 出 とか い う貞 然景観 は、叙 裏詩の背

景 として用v・られ てv・ることもな く、又軍 なる叙 景詩 と見 るべ きもの も殆 どな

・V・⇔
.彼が何 鱒ついて歌 うか と詩作 の意圓 を明か照 してい る初版 の停文9中 に於'

て も 、 ま た 「回 顧 録 」ABαckω αraGlanceo'erTr'ave'1'dRoαds(1888年)に
＼

於 て も、特 に 海 を テ ー・マ と して歌 うとVPう こ とにっVb℃ は一 言 も鰯 れ でVな`

い 。 それ に も拘 らす 海 のimageを 倉 む 詩 が非 常 に 多い 。 本 稿 は その屡 々現 わ

れ る海 のimageが 、Whitmanの 詩 の 中 に於 て 、 どり様 な意義 を持 つ てv・るか

を明か に しよ うとす る もので あつ て 、次 の三 項 に紅 けて述 べ る。

1詩 形 と海

1工 自然 の海 .
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斌 比 喩 の海 ・

1はWhitmanの 抱 く海 のimageが 、彼 の詩 の形 態 に影響 を與 えた と考 え
ヨ

られ る点につ いて、llは 自然の海 を彼 が どの様 に眺め、如何 に理解 していたか

について 、 亙に於 ては彼が海 とい う語 を比喩に用 いた時 、それ は何 を指 してい

るか を示 そ うと試みたので ある。 なお詩文に鐸 を添 えた もの は大意 を示す。

マ も一1

詩 形 と 海

ロノ く ヒ

Le騨 ・tc・α・5の 中曜 まつた海のi血翫ge姶 む詩 瓜 ど撫 どある力緒

い うに 、前 述 の1900年MGkay編(こ れ にはWhi七manの 詩398篇 が牧 め られ

受 い る)の 中に54篤 もあ り、それ は全 詩b-)13%を 超 えて い る。 海のimageを 表 わ

す 語 を 、 假 り にsea,ocean,ship,sai1に 限 つ て 、1そ の 中 の ・・一・]L語で も含 ま れ て
ほ

い る詩 を求め ると122篇 に達L、 全詩め30%強 にのぼる。上記四語 を始 め、海

に闘連 ある藷 でio回 以上 用い られて"る もの を拾つて見 ると次の様 になる。数

字は回藪を示す。'"ユ

sea

OGean

wave

七ide

shOre

175

32 .

t61

11

83

beaGh17

baY10

ship117

s七eamshipユ1

boa七 ・15

sail(V、)

βail(n・)

voyage

sailor

6

9

8

2

5

1

1

3

'其 他 ・vesse1
・steamer・voyager等 々海 並 に海 に ゆゆ りの 語 の 総 璽 は766に

及 ぶ 。`こ の 彩 しい 海 め 縁 語 の 登 場 は 殆 ど 無 意 識 に 筆 に の ぼ る もの と思 わ ざ る を

得 なv略.噌"・

また 考 えて 見 る に 、 彼 の 思 想 と共 に そ の 猫 特 の詩 形 を 以 て 、 ア メ リ ヵ文 学 の

猫 立 を招 來 す る に 至 つ た と看 徴 さ れ て い る彼 の 詩 形 の 齪 雑 さ は ど うで あ ろ う。

英 詩 の 傅 統 た る典 雅 な詩 語 、 優 美 な 韻 律 を 棄 て て 、 野 螢 な まで に破 格 な無 韻 無

律 の 詩 を作 つ て い る 。 自 ら も"[sound皿ybarbaric鉾wpover七heroofs

oftheworld.・ ・ とSongofMyself'に う た つ て い るが 、``Ourhighes七

themesarethingSathand."(FurneSS:MαltMhitman'5MOrks'hop)と 言
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う彼 に離 な詩 謙 期 待 す る事 の 出來 軸 の は當然 で あ る ・各 詩 の長 さは今 あ

げ た・S'eng-of,Myselfの 如 く、1,343行 に亙 る もの もあれ,ぱToOla濯9θ 」如

く只一 行 の もあ る。元 來彼 がPQeの 短 詩 の意 見 に共 感 す るこ とはi .「回顧録 」

申の 言 葉(註1)か ら も知 られ るので あ るが 、十 行 以 下の短 い詩 が261篇 即 ち

全 艦 の孚 敏 を 占め てい る。 ・,一,

正規 のmetreに 頼 らぬ彼 の 詩 の各 一一行の 長 さは實 に氣紛 れ で＼ 長 い もの に

な る とTo 、ThinkofTime工V11の 如 く64語(註2)か らなつ て い る もの が あ

り、他 に40語50語 にわ た る もの も少 くなV7,edeS61incou■ 七が 「『草 の葉 』 の

洛 行 は機 械 的 な・・・・…L致で は な く、内容 の重 さに一 致 が ある 」!(B・deS61incgurt:

Mhitmαn)と 辮 護 は してvoる もの の 、詩 か 散 文か 解 らぬ趣 が あ る。 詩 とは何 ぞ

や と問 いた くな る所 であ ろ うが 、彼 は 「回顧 録 」の 中で 之 に 答 え るか の如 くこ"

ラ言つ郁 る∴ 「私購 とは如何なるものか碇 騨 るよう醸 は企て軸 ・

規定 して見たところで・忽 ち例 外 が出て引つくり返 されるに牢まつているか

ら 」 と 。'

Bhym6"Lfe#は 満 あ るQで はあるthS(
,Pt3♪・ そや醐 外 と見:るべ きで あ

る・彼が勲 んとする焔 然の願 ・撚 たる宇宙の美の前にあ?て は・恥

た る文 学美 等意 に介 す るに 足 らす と して 、詩 の形 態如 何 に煩 綜 され よ うと しな ●

い(註4)。L各 節の 不 揃 なの は、彼 の所 謂 ・lnnerLig批 の輝 く時 、颯o導entary

f1舶hesofinsp,ira七ionを 随 時 あ り合 ぜの紙 片 、例 えば受 取 つ た 手紙 の封 筒や

罐 の裏・鰭 など大小嘩 りどり磯 片曙 き綴り・駕 磯 蛤 燭 醐

が あつた事 に もよるのであ ろ う。Rhymeに 依 らぬが 併 し ムnaphora(首 句反

復又 は頭語重複)は 極 めて 多 く、頭韻 を踏 む 詩 形 の一種 と見て もよい程で あ

る・例 潔 ∠♪・伽P磁65行 からなる詩⑳ る眠 その中鮪 まで・で始ま

り・Resp・ndezは68行 の 詩 で その 中59行 がLe七 で 始 ま る。S・ 九80∫ ノ吻 εβげ

XVに はTheの 行 が43行 つ づ い て 居 り、S・ngofth'eBroαd4xe皿 に は 同

じ くTheが33行 あ る。SalutαuM・nd,elの 第 皿 に 妹Ihiarの つ づ く所 が

26行 、 第V・ .Vil・tc工 舶eが26行 、 第XIに はYouが27行 あ る。 其 他 同 語 十 行

凪 厳 復の例は33例 樋 り・二三行或は五師 首句反復の例は枚學に暇づ酵 で、
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鋲韻の詩 と網 す るには疑 問め ある程で ある。彼 の詩 はre・Silis.tieな自由詩め獲r

農 に寄與 した もので ある参 、 このanaphoraを 用熔 てめC謡alo9μe蜘yleは

蘭 象鰭 人の顯 に拍車 をか ゆ もの と 緒 え られ る・

この よう・に行の初 めめ語、從つて昔 を合せ で、而 も行の母 さの不揃 なの はな ・

恰 も海邊iにお喚て波 の起 るの 蓼見てい る場 合・或所.に卒 るξ波頭がたつで岸 に

打寄サ・礫 けて渚の砂 に刻 む波の跡の不揃 な 有 様 を思 嫉 しめ られ る6以 上 妹

Whi珊nが そめ用 語 と詩 形 に於 て ・海 の 影 響 に從 つ た と思 わ れ る点 を述 べ た

の で 齢 が ・本 來 詩 の形 態 な る もρ に意 を用 照 しなカ・つ た 彼 で あ る靴 巌

ば 、 その影 響 と見 られ る点 も彼 自身 に於 て は或 は全 く粛 つ か なか っ た もの とも

考 え られ る。 小論 に於 て も詩 形 の問 題 は只 二 瞥 を與 え るだ けに 留 め る。'・ド ー

註1:ButIwa白-repaldinPoe,s-P翠ose.bytheideathat 「(易t・any,r"t6fQrour

・cc・ri・…u・d・y)'th・ ・e ・e・p
,b・n・ …ch・hi・9… 、1・・9,p・e岬 β ・・鳶岬

Cl.anceo,erTrαvel,♂Roαas)『', .・

註2ヒH・w・ ・ ガ9・ ・df・11・w,free二m・uth'd,qni6k-teinp・r,dh・t.b・d-1・ ・king,//ble .

totakehiso・wtlpart,witty, 、sensitiマetOaslight,rea(1ywithlifeordeath-'fQr『'

af・i・pdif・ndef,w・ 血 ・n・ 幽 狐bl・d・ ・…h・ 晦d～ ・nkh・eq
.・y・/-had、 ㎏ ・顧h・ ・

.畑 邸 … 卸g蜘 ・W'呼 β炉・'ted"t・w・r晦1㌍9・ ・i・k・叫W・ 曲 ・lpl
."by・

.・・ 剛 珈ti・h・di・d・ ・g・a'1』f・rty-・n・'y・ar-4nd・h・ ・w・ 曲i・fup・ral・(T・

2「ワを」inkof.Time,iv'11)

・:註3EthioP∫ α一'S'alut ・'i'ngThe .CoZOrsltabb五 節,Sai-li .ngF議 θ1.'

.-Mi∬ ∫卿Pゆ 脇 粥9ゐ'に ⑳ ・b婿1・Tゐ ・Sing・ 吻 廊P・ 聯 ・.

き

.中 ρTゐ ・ 恥 那 ・lt砿bb.・eρq節 か ら な ろq…-r-..・ 、:

N・Rhy血e『 の 特 例 と して 、 荒 海 にbyト な 得 アこと 思 や れ るingめ 繰 り越 しが あ ろ 。

こ例 え ばP

qtrolingBar/hegat(1i`WiId,曾iIdthestorm,・anJ・ 伍e-.se&high

tun幕ing,1Steadytheroarofthegale,withiロcessantundertoρemut重eriBg,1芝 ・
ら は ノ

.で始 ま る14行 の 芦 で あ るが 斉行 と もiagで 結 ばれ て鱒 ξ。 この 様 窒 例 に 一〇礎of
'.th

・'CrCtdl・ ・Enal'・・'・ly-R・e・ki・g,vUI 、Pd3行,C…1'Of:M6・dslX、 に6行

あ ら わ れ て い ろ 。.『 ・1㌧ 』

肋 ・hym・ して 恥 な い が形 の整 つ 温 φ と,して{t・'Pi・・鵬 ・ノ9Pε ・η・… ∫・

蝋 め 、P9・ θ・t'Th・ ・ 肋 ・、OS・ullEid・1…;Di・9・ ノ9τ 丁甲・』雌 ・螂

等 碑 昨 こ と洲 聯 ・

it4R/hym… ゆhym・r・p・ ・saW・yrp・emrdi・tili'df・ ・mf・ ・ei紳P・ ・ni・'

pass御ayガ(As'IS磁 ∠1'loneゐyBlueOπ 彦αr`・'55々 ・rθ,xiii)
、' .馳



ホイツトマンの海のイメジ,(5)

Didyouaskdulcetrbymesfromme?Didyりuseekthecivilian's妻6aceful

a・dlanguishingrhymes?

Wbattosuchasyou,anyhoW,8uchapoetasI?一 乱thereforelbave

'myworks
,'

Andgolullyourselfwithwhatyoucanunders‡and-ap(1`withpiano・tunes;

F・ ・II・11n・b・ay-・n'1y・u .wi恥 ・veru・d・r・ .tandm・t(T・ ・ σ・醐 ・

Civilian)tt

。皿 自 然 の 海

人間 を深 く愛 したWhi七m・ ■llは、 自然 をも深 く愛 した 。萬物 に等 しく相 通 う

魂 を認 める彼 は、.人 と物 とに差 別 をつけ ない鎌 こ》 また物相互の間 に も格 別差

等 を設 けなかつ た。海 も山 も森 も小川 も、そして都 会 も村落 も等 しぐ彼 が親 し

き呼 びか けのi封象 となつた,併 しその彼 に も島に生れ海 にな じんで育つた とい

う運命が・必然的 に彿の心に海の揺 簸 ρ歌 を深 く刻みつ 璽た。 それが彼 の 生涯

に 亙 つ ての 生 命の リ＼ズ ム に なつ てい る事 は否 定 容 きな い様 に思 われ る。

彼 は1819年5月31日NewYork州1]ongTs箕and(Wes七Eills)に 生 れた 。

彼が 少年の頃P・ちこの 島の海邊 をさまタV・・天地 の露氣 に浸 り乍 ら・或 は波 に

合せ て聲 高 ぐ詩 書 を讃 み、或 ぱ静 が た自然 の聲 に耳傾 けて 、詩魂を養 う脅慣の
～

あつ た 事 は彼 自 ら随 所 に記 して居 る所 で あ る。

例 えばlliadの 繹 を 初 め て 護 ん だ の も㍉Longlslandの 東 北 端 に あ る

Orient岬 の 突 端 で あつ て、 左 右に 灘 を控 えた 岩)〉げの 砂 地 冠彼 の 言 葉 に依 れ

ぼ 「輝 く太陽 の下 、波 打 ち寄 せ る海 の大 展 望 を前 に した 自然 の 中 に身 を置 て 」

sで あ つた とBαck.wαrdRefer .enceに 述 べ てい る 。またShakρspoare劇 の ま と

まつた 本か らRichardllの 部 分だ けを切 り取 つ て ボ ケツ トに丸 め込 みConeY

Is1賦d(紐 育 市の 避 暑地)の 海 邊 に 行 つ で 讃 み 耽 つ た趣 も認 され てい る。

(Morkshop)・'

何 故屡 々海 へ 赴"た か につ いて はL・av・s・fσ ・a5sr(z)・kでも、

Wi七hhusky-haugh七ylips,Osea!
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、Wh6red昂y昂ndnightIwend七hy、surf.bea七shore,

Imaging七 〇mysense七hyvarieds七rangegsμ99es七ioas,

(lsee剛 脚lylis雛hytalゆdGonfefenc昨e「 馬)

(mithHuskyrHaughtyLipsOS.eql)'

か す れ 聲 の 唇 を持 つ 海 よ 、

そ の 小 波 寄 ぜ る岸 邊 ぺ 、

聲 と な く夜 と な く私 は通 つ た ～
ヒ

お 前 の様 々な 不思議 な暗 示 を感 じ とろ ケと思 つ て 、

(今 で も私 に は お前 の言 葉 が はつ き り聞 こ 之て よ ぐ判 るつ

とあ る 通 り、海 の不 思議 な暗 示 を受 け る爲 で あ る 。 この様 な彼 の行動 は、被 が

海 を好 む と言 うたか ・或 は言 は なか つたか 等 の詮 議 だ て を無 南 とす るので ある 、

が 、'念の た め彼 自身 の誰 言 を求 め るな らば 、Stiarting .fr・m.Pauntan・kが 最 初

/Prot・-Leαfと し て焚 黍 され た時 の 第 三 ・ 四 行 に次 の様 にあ る6"

ヤ　
,Fond(}ffish-shal)eI》auManok,whereIwasborn,

]Fondofthesea-・ … ザ・ 一
.'"

私 の 生 れ た 島 、 魚 の 形 を し た ボ ー マ ノ ツ クが 好 きだ 、

.海 が 好 きだ 一 、r

,コ～蹴manokと い うの 綜1めn窪kandを 指 す土 人の 呼 び名 で あ つ て 本 來 魚'

の 意 で あ る。 尤 も この 詩 は 後 に 改 訂 され て

Sも・・伽 帥 ・mfish-sh・pedP・urnanpk,'where/rwasb・rn,

,WeU7わego七 七en,(.ndr&isedbya.?erfectmo七her;.

Af七er、ro紳 α3ing'm秘nyユands-10v6rofpopUlousP・ ■vemen七s;

t
-t
tPw曲 ・in甑 騨h・ 七ta;・my・i七y-一 … …

私 の 生 れ た 島 、 魚 の 形 を し冷 ポ ーマ ノ ・ク を 享 ち い で て ・

完 全 除 母 に 育 て られ 、・畠

多 くの 國 々 を さ ま よ ぴ ・人 通 りの 多 い 鋪 道 を 愛 し、

わ が ヤ ナ バ ッタ の 佳 人 とな り 一一 …'…' 、 、・,

とな つ て 、 海 を愛 ナ とい う言 葉 は 割 愛 さ れ た が 、 改 訂 前 ボ 若 い 卒 直 な 心 を表 わ



擁 ・"Yソ 碗 のイメジ ,ゴ ・ く7)

してい る 。"5〈彼 は好 ん で マ ナバ ッタ とい う語 を用 い たが 、 それ はNewYOrkを

指 す土 語 で ある。彼 は この 語 が 海 に因 む ξい う理 由で 、妊 ん で之 を用 い 驚 ので

あつ て 、 この 語 を題 名 と した 詩 が二 篇 あ る。、一 つ は1881年Sαndsα 彦S⑳eπ'y

隼の備 として鎌 された三行のもの⑳ る・ド 、

、 〕Myci七y,sfi七andnoblen■ ・me■es耳mρd,

Ch・iq・ 油 ・riginal・n・me ,・、胃i七hmarV・1!・ 耳・坤u七y・m・aning・

ム ⑳ ・ky
.f・und・ 母i・1and一 寧h・≠・・w坤eマ ・rg・ily、dashthe.

cO皿in昂going,hurringseaw昂ves・ ・
...ビ 、 、

私 め 町 に相 磨 しい 氣 高 い呼 び 名 を再 び 用 い る 、'づ .

秦 晴 しい 昔 名 で 床 しい 美 し さが あ6qそ して そ の 章 味 は 、『tt、 、

岩 根 固 き 島 二 海 の 波 の 、 と こ し え に 行 きつ 戻 りつ し、 或 は 急 ぎ 足 に寄 ・
参

せ 來 た る岸 邊6

とい うので ・ マ ナバ ッタの語 義 を 明か に して い る一・;・deのは1860年 焚 表 ρ もの で 、

坤sa曲gfo「 即melhingspecific鉢ndpe「fec七f?「 血y6噸
　

Where叩011・Lo!,upspr(elnglheabgrigillalname!・ ..1・1,

私 は 私 の 町 に 恰 好 な完 全 な省 を探 し求 め て や た 、

丁

所 が ど うだ 、 あ の 昔 名 が 飛 び 出 して 來 た1

で 始 ま る 累 行 のNewyork禮 讃 賦 で あ る。 彼 は桑 す る海 港 都 市ltiそ の 潮 の干

満 、・船 の 出 入 、 繁 華 街 に於 け る人 波 の動 き な ど を 、戸 つ 自然 の 呼 吸 と見 て 、 そ

れと彼の生命との躯 罐 がり礪 じさ砺 れて噂 のである・

瀧 好み、海邊ぺ屡 赴々いた彼にとつては、海噸 いなく不可職 なるのと
コ

して彼o
.心を惹 い た ので ある。恰 も物 活 論Q信 奉 者 の知 メ 萬物 に魂 を認 顔 る確

は ・宇 寧 の丹 ての もの に無 關 心で は居 られ なかρ た 。探 す15す べ て牟珍 う し く

彼 の 心 を惹 く。 併 しと りわ け海 は何 物 にも勝 ρ で珍 らしゃ 。・、・ ・、,

]E】veryeUl)icinchofspaceisa単 曇racle,

Tom・ 七h・ ・瞬8ac。 ゆ 臓1瞬agl6;1・L、 _・1_ _、.J.,、

.T・h・fi・h・ ・ 七h・tliwitn-一;"'・ 七h・r・ ・k・;一 一 七hem・ 七i・n・f・thO脚e・

七heship,wi七h血6nin七hem,' 、
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Wha七s七rtingermiraclesarethere?(Mi'iαcles)

'室 間 に所 を占め る もの は
)1・"どん な小 さな もの で も珍奇 であ る、

私 に とつ て は海 は絶 え間 もな き奇 蹟 で あ る。

泳 ぐ魚 、岩 か げ、波 の動 き、般 、人 間 を乗 せ た船 、

.こうい う海 よ り不 思 議 な奇 蹟 が 他 に あろ うか 。

と歌 つ てい るが 、 それで は嘱 艦 海 の ど うい う所 が 彼 の 氣 に入 ρた ので あ ち う

カも ととで は軍 な る景色 、風光 と してb自 然 美 は、直 接 に は問 題に な らな い 。

先 に述 べ た 通 り海 の與 え る曙 示参 彼 の 心 を惹 いた(bで あ る参 、然 らぽ その 暗示

も海 を如 何 な る角度 か ら眺 めで得 られ たか が 問 題 で あ る 。'

稼の詩を通じて先づ考之られる事は・客観的な見方ではあるが海¢)静動併せ

秘めた灘 力である・ 職 価 晦 π・噌 ・卿P…s・ ・tで

Thy㌻roops;ofwhi七e-manedfa6esracing七 〇 七hegoa1,
ギリ

.切h卿pl偶 ・miliゆ ・e・d・ ・h,dwwi七h'the・ ・parklihgdiMples・f

,伍6sung".ttt

・・tThyb写oodingseowla五amurk一 七hy「unloos,dhurricahes,

Thyuasubdued116ss,Caprices,wilfulness;

海 の姿、たて髪 白 く振 嬬1し て ゴールを競 う駒 の群 、
'輝 く日射 塗か えす

え くぼ をたた えて、豊 か に に こやか な汝の顔 、、

鮎
＼ 嵐 をは らんだ暗炉顔

、荒れ狂 う暴風 、

何 も.のにも制約 されす 、徹底的 に氣紛 れで我儘な汝。

怒 りも慰 め も自在の海 、宇宙め種 々相 、大 いな る苦 悶、大 いな る和 らぎを共 に

痔つ海い岸打づ波 の永 遠の り肉ム、海 こそ宇宙ゐ根元的 な熟情 を表わす と見て、

彼はその勲 熱蔽 激 恥 性脚 樋 つた自殖 餓 鰍 しいめ 剃 を

以 て 、そ の 詩 を 結 ん で い る 。i"The七aleofdosmicelementalptiission/.Thou

tellestitoakindredsou1.・1ま たA盆ontofTypeの 中 で も``Theseocean

wavesat'ousable七 〇furyand'七6ae挽 七h,/0鶉,sooもh,d七 〇 ρaseands1}eeny

セ

suna五dsIeep,・ ・＼という句 を用 い てVbる が 、彼 は激 動 と鎭静 の相 反 す る要 素 を

襲 ねた潜 在力 に心 を惹 か れ てい る 、.



.ホ イ ッ`ト マ ・ソ の 碑 の イ メ ジ'∵(.9)・

次 に 彼 の 主 観 的 な 見方 ど して は 》 先 づ 波 の 起 伏 炉 輿 え る暗 示 力 が あ る 。 灘0

起 伏 が 天 然 の}J4'x'ム で φ る事 競 つ で ・彼 は詩 の 鰍 に 於 け るm6tt・ やrhym・'

を斥 け 、 海 の た くみ と そ の 香 り を 己 が 詩 に移 さん と 希 い 求 め て い る。HadI.

.th・q.h・ieeの 中 で,H・rperやSh・k・ ・P… .1($i・)・1・'Tenny's・噂 の 大 詩 人 の 名

を學 げ た 後 に' ,、 ・.一 ・

The・e,the・e, .0・sρ ・i・'昂ll七h・ ・e・・1'dgl・dlybar七 ….

・
.W・uldγ ・u七h・uBdula七i・n・f・ ・n・w・ ・ve・ ・i七・ 七ridkb・ ・m・ 加 ・f・rl

Andleavei七soder七here.・.1

　

と大詩 人達の作 品 よ りも、海の起伏め リズムに教 を受けん と してい るb叉 起 る

瀬 のrつ 一 つに過 去囎 嘔 礪 じては・喜び事 繊 も学 び も・-運く過 ぎた

職孚 ・若 き日あてな く暮 した 自分の姿 も・老齢 の身 も思 い浮べて は・ そ こか ら

・㍗
.mu1七i七udi…06瞬 ξ海の 多 様 性 をたた えてい るρ(By』 伽 疹る・ng・

Sc碑'o∫Maves)

彼 は 叉 潮 を 自然 の 脈 縛 の 表 現 と して 見 、 海 の宏 い 同 一 牲 を字 宙 め 「 切 の 現 象

..へ の 手 掛 りに 解 して ㍉

You雌deswi七hceaselessswe11ryoμpoWertha七does七hiswQrk!

ヒ　 ロ 　
YouunseenfOrce,cen七ripeta1,een七rifuga1,七hrough・spaoe,sspteeftd,

、 ・'Rapportof「sun,moon,e轟rth,andaI1七heGbnsもeIla七ions,

・Wh謡 七 ρ・n七 ・・1h6・r七 一一andy・u七he
.・pul・e・ 幽vi∀ifi・s'all?'.wh・t

1)ouhdless鎚9gregate'of:aU?

恥 ・七・rub七 一1・indi聯i・n・nd,・ig且ifi・ane・in・'y・u?・wh・ 七 ・1uet・ ・

al1
、in .y・u?wh謡t.flhid・v・ ・撫ea七i七y・tt・t'

H・lding七heuniv曲wi七 回li七 ・'par七 …S'・n・ 一'assailingi・ii

、aship?.(1rOあTidewithCeasel'eSSSwell)

絶間な儲 れる融 ・この騨 をなす力・はてなき糊 をわたる求心畢心

㊧ 見 え ざ る力 ・二 、.、 』 一'・ 』 噛

太 陽 、 月 、.地 球 」 凡 ゆ る 天 膣 と の 縁 に 蓮 が る潮 よ'.・ 、 「 ∴ ・
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萬有 を生か す力が汝 の胸 に秘 め られてい る、汝 の脈縛 は一切の凝 集。

撤 がたきたくみを持つ汝・霜 の一切を解 く鍵は拠 うちにある・流動

的 で 廣 大 な同一 性 も

恰 も船 の航 海 の様 に、 その一 切 の現 象 を一 つ に凝 めて 宇宙 を握 つ て い る潮

よ。

と歌 い

On七hebeacha七nigh七alone,

A・ 七he・ldm・ 七h・rsw・ySh・rt・andf・ …inglng
.h・rhu・ky・ ・ng・

AsIwa七ch七hebrigh七s七arsshining-Tもhinka七hough七 〇f

七heGlefof七heuniverses,andofthefu七ure.'.

Avas七si皿ili七udein.七erlocksall,・ 。。。・。

"(O
ntheBeachαtNight・Alone)

ひ と り夜 の 濱 邊 に 、

母 な る海 のゆ らぎや ます、かすれ聲 の歌 うた う時 、 ・1一

輝 く星 をみつめ なが ら私は思 う、激 しれぬ宇宙 を結 ぶ記號未來 を結ぶ記號.
、

を 。 、

それは一切 をつな ぐ亘大 な相 似だ

とも歌つてい る。 これは海だ けを樹象 と して いるので はないが 、海のゆ らぎ を

聞 きつつ毘つた時室 を貫 き蓉地 にゆき耳つてい るE大 な 同一性 ⑱槻 念を表 は

、し、 この同 一 性 の さ と りは彼 を して 生前死 後 の 無 差別 観へ と導 いて い る6破 は.

潮 の 干満 に神秘 な 人間 的 意 味 を見 出 して"OfyouO七idesthemystic

humanmean{ng;10nlybyIQW'ofyou,yourswe11,ahdel)1),,,(Then

Lαst・fAll)と た だ潮 の掟 、 潮 のみ ち ひ き に 自分 の 考 え も、 我 が歌 う聲 も從

は しめ る と歌 つ て い るが 、先 づ 退 き潮 の渦 が奏 つ る潮 騒 は 、.現世 の悲 しみ や不

亭 を葬 る曲 と見 る。名 の知 られ ぬ詩 人 、す ば ら しい構 想 を胸 に抱 きつ つ 生 澤 埋

れて い た書 家、容 れ られなV・懸 、幾 世 代 もの不堅 の コ ■・…ラス、希 艶 の 最後 の言
「

葉 ・自殺者の絶望の叫び・ このすべ て を二度 と瞬 らぬ様 に涯 なき海 原に葬 れゼ

ー切 を忘 却の淵へ葬れ、それが退 き潮 お前の役 目で あるど言つでV・る。



ホ イ ッ トマ ンの 海 の イ メ ジ(11)

On七 〇 〇blivion㌻hen,

On,on,anddoyourpar七,yebufyi119,ebbing七ido・

(LαstげEbbαndDα γLight〃 「aning)

Whitmanに とつて は、退 き潮 はすべて輩葬 り去 る死 を意味す ると しで も、

それは退V・た るままに還 らぬ永遠 の死 を表わす ものではな く、やが て時 來 りな

ぱ恰 も蝶番の廻韓 す るが如 く、潮 は館 り寄せ て來 る。彼 は退を潮 や睡眠や夜や
へ び ロ み

究 それ 自盟か ら、'永遠 の誕 生の リズムが織 り出 されている と感 じて居 るので あ

る 。

Duly'byyou,fromyou,七he七idoandligh七again・-1-duly七he

・hing・ ・ 七u・ning・"1
、 ・.e

Duly七h・n・6d・d .disc・ ・d一 加 七・ ・ff・e七 七ing・b1・nqing,-

WeavillgfromYou,fromSleep,Nigh七,Dea七hi七self;'
、.、

Tberhy七hmu,sofBir七he七6rna1.

『
.、 ・t'.一(And「etNot/yYouAIρnθ)、 一

確 か に邊 き潮 お前か ら、薪 た な潮1と光 とが さしで來 る 一 確 か に蝶 番 が

廻 るのだ 、

確 か に治 さね ば な らぬ 不調 和 な箇所 を補V・繕 つ て 、

お前 か ら、眠 、夜 、.死自膣か ら

永遠 の誕 生 の レズムが 織 り出 され る。・

か くの如 く彼 は潮 の干 満 に、死 か ら生ぺ の轄 換 を見 、 それ は永 遠 の生 命 の リズ

ハ で あ る と感 得 して い る.蕪 る生命 は活氣 に満 ち てX2・る と して 吹 の様 に歌"う。'

LProudly七hefIoQdcomes.in・shou七ing・fbaming・advancing,.
'9、

MainsaiIs,出opsails,jibs,appearin七heoffing--s七ea-melt,忌

・P・n4・nts
{・m・k6・Rdundρ ・ もhef・renq・n・ 叩 ・

Fr6igh㌻pdwi七hhμm島nIives,'/

(Pro酵41ythe∬ ♂ρ0{lCO7π θ51n)

潮 は叫び泡だち誇.らしげに突進 して來 る、
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沖 は る か 眞 帆 片 帆 と りどbの 帆 が 見 え る 、1

汽 船 の 旗 も煙 も:朝 日の も と に 、.

多 くの 入 聞 を 乗 せ た 敏 知 れ ぬ 船 を 浮 べ て

こ の 隷 に 潮 の 動 き に 生 命 を感 じ て い る が 、 更 に 海 を 全 燈 的 に 眺 め て は

Seaofs七re七6h,dground-Swells!

Seabrea七hingbroadandconvuIsivebrea七hs!

Seaof七he・'brin60flife!Sea.'of'uhshove,ll,dye七always-r-一.ready

graves!

Howlerandscooperofs七 〇rms! 、eapriciousand'dain七ysea!.

1・mint・gfalwi㌻hy・ul=1七 ・・ 謡m・f・n;・ph・se興d・fall

phases・(MaltMhitmariXXII)∴

は て 准 く振 が る うね グの 海 、 ・.'

宏 く深 く強 い呼 吸 をす る海 、

生 命 の盛 水 の海 、'掘 らす と も常 に備 えあ る墓 た る海 、・

嵐 を起 ζ し叉鎭 め もす る海 ・氣 紛 れ で陽 氣 な 海 ・

私 は お前 に よ く似 てい る ・』 私 も お 前 の様 に一 即 一 切 の 姿 をも つ てv・

る の

と海 と)一 即 多 の 様 相 が 彼 の 心 を 惹 い て い る 。 こ うV・ う棘 秘 な 海 で あ るか ら彼 は

海 に 呼 が か け て 歌 う。L。,、 ＼ ヒ ζ

Y・p・e・1・he・ig脚y・elf"七 ・y・Ua'IS・T-一 一一一「gin・SSWha七y・u

タ ロ レInean
;

Wemus七havea七urn七 〇ge七her--1'undres-sr'hurry凪60u七

・f'sight・f七h・land,."・ 亀
Cushionmesof七 ジrockmein"billowin窪drouse,。

ぜ
Dashmewi七hamorous並e七 一IGanrepayyou.(ibid.)

私 は お前 に身 を委 ね た い 一'そ して お前の 心 をさ ぐ りた い。.

私 は お前 の懐 に飛 び込 んで ゆ く 一 一 さ あ裸 に老 っ た 一 波 よ陸 の見 え

ぬ 所へ 運 ん で くれ 、



永 イットマンの海 のイメジ(13)

お前 の柔 か な蒲 團 に寝 かせ て 、
へ

波の枕で揺つて くれ、

愛の しめ りで潤 して くれ 私 もお前 に報 いる ことが出來 よ う。

Whitmanは 海 の諸相 を蒙 ね備 えた ものとLて 自己 を見る ことが多いので あ
ノ リ

るが 、 時 に は 謙 虚 な 氣 持 で 、 こ う歌 う こ と も あ る 。

TA
stheoGeanso皿yst6rious・rolls .towardlnle.clo爵erandcloser,

1,too,"butsignify,at七he丘 七mos七,aIi七 七1ewash,d-ttpdrift;

A・fewsandsahddeadleavest・g舳er,

Gather,andmergemyselfaspar七 〇f七hesandsanddrif七.

一(Elem'ent(tlDア ガ551[1【)

紳 秘 な 海 が 私 に 迫 つ て 來 る時 、
'

私 は そ の 大 海 の前 に は ただ 一 か け の 漂 着 物 に す ぎ なVb、

海 漫 の 少 しの 砂 や 枯 葉 を 集 め て 、 ・.

砂 や 漂 着 物 の 中 に吾 が 身 を と け こ ま しめ よ う。 ・

と已 れ を・・一:L片の 吹 き寄 せ もの とみ て 、 海 の 呼 吸 を と り込 む 事 を 願 つ て い る 。 彼

は 海 邊 を歩 い て 渚 に流 れ 寄 つ た 屑 物 を見 て 、 これ らの 膚 物 が 私 に 印 象 を與 乏る

様 に 、 私 も他 人 に 感 銘 を與 え た"と 願 つ て い る。``Elementaldrifts!/HOw

IWiShICOuldimpreSSO七herSaSyOuh話vejuS七beenimpreSSingme!,,

(ibid)尤 も このasyouhavejus七beqnのyouはdtiftsを 指 す が 改 訂 前

'の1860年 の 作 に はasyouandwav6shaveJustbeenと 波 の 語 を 明 か に 出

して い た 。

こ れ 迄 述 べ た 所 は 、Whi七manが 自然 の 海 か ら如 何 な る暗 示 を 受 け た か を 中

心 に 見 た の で あ る が 、 この 様 に 眺 め た 海 は も・と よ り彼 が 用 い た 彩 しい 自然 の 海

の 一一部 で あ つ て 、 今 そ の全 貌 を 明か に す れ ば 次 の 如 くに な る。(藪 字 はsea及

oeeanの 使 用 回 数 、 総 回 数155)



ぐ14) 人 丈 研 窒

場1総 稻

繍 傑 定

定

レ

第 宍 輯 μ

,(A>・49

こ肩 然 の 海 ,

碑 稻

力 唾 ,禰{欝

(B>・36

(C)・!・49
'

(D)・ ・19

(E>。 ・10

r〈F)…22

從継 べ來つた晦 ・との表ρ① 項Q読 明に齢 ・.そρ他の囎 につ霞

は特 殊の解繹 を必要 としないので 簡軍 に読 明 した い。

(A♪〔場 総構〕 これ 峠静 的に平面的 に、地 理上の位置 と レァ考 え られ左

海ではあるが ・翠 に海のみ を揖 しているめで はな く・聯 陸 も・噛 る所 ・購

場所 は罐 に於て も臆 に用x…Sれ て いる もの で ある・f・Qm・e・ ・七・鱒 の女画

くseaの み を 用 い る 場 合 も あ る が 、'多 く は1躍d 、andsea或 は そ ¢～逆 に 列 べ

ち れ てv・ る 。 『 「tttt・ ジ..-ttt・/t

Hisdaringfooも
.ison.la,ndandseaevρry-w為ere＼ 、he.-Go1ρnize

thbPacMc・thearGhipelagoes;・ ・'"/

赴
(Yeαtsof・ .t.heMqdρrn)、

Di・caゆgρea・eove「all七he・eaan⑩nd・ ■ 「・'∫' 、

'L
・(s・ 九8・f・ti・B・hp・raE'P ,qyB・e・k)

t

Ay・ 恥 ・ugh .七h・W・ ・1d亭 ・g・dもy
,ちh・S.・ ・SQng・ ・-、.:i"・t",

1～、SailinghenGefor6e七 〇e『Yery・.land ,toeve■ysea?・

'
. tt・,・.・.(On・ 」9urnqysTh「oughthe5岬 θ5).一

くB)⊂ 場 一 輩 稻 一 特 定)1こ れ は 固 有 名 詞 で あ るか 或 は 方 位 が 明 示 さ れ て い て ・

ぐ

勧 位 置 が 確 定 しや る場 合 で あ る ・.・Th・.W・ ・七繊S・ … が 脇 多 く9例 ・i

Easte典S{a4pmJ・LMexicanSea鱗 列 等 が 之 に 次'ぐ 。.・

、・・Al畔yS七hev嘔s1・P6d・ ・i蝿.by七h・.S・uthe「n・S・ ・-in・epa・ab1・

with'theslopesdrain'dby伽E脚 糊dWes七e「 ρSe亀

(A・n・r .i・αnF・ulillα9・)

Ch鉢ntsof七helong-rumning班iss…Ssip嚢i,anddown七 〇.七hely〔exica.n.

sea;
,'・"・(Stαrtingf・ ・mPαamCtn・ め

●
.伽'
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ヘ ロ 　 ロ ノ

lOv・iCth・w・St・rn・ea・ ・hiehP・f・Qm・-Niph・n・qm・ ズ ・t
.

(冠 恥 α伽 ・yP・ge-ant)

(¢)〔場 一 輩 稻 一 不定 〕 特 室の 海 で は な く・ 何 所の 海 で あつ て も構 わぬ もの

で軍なる所醜 宗揚 合澱 む多く:棚喬り備 中抽 狗 鈎 輝 のが5例

含 ま れ て い る 。

Fores七 昌at'・{三hebo七t6mbf七hesea,. .,"℃.』 い

ピ 『 .(TheMorl.aB・1・wth・B・i.ne)

ObroWnha,loint'he'sky,nearthemoon,droopingupdn七ho

se謡!』F 、 ・∫ ・-・! ,

0.troUbledreflec七ioni1】L七hesea,!・1

・ ・(伽 ・∫ 議 εCrαdleEndlessl・ αγR・c晦8)

Isee'-ships.'fouA{leringa七seaIl)ehbldon`deGk,and'i)elow」

deck悔 七er・ibZ・bablearix,t' .t_/・t-'

・(TheMPtst・ic .・-Ttumpete .i,)

φ)〔カー繍 〕 一,eれは動 的に瀧 ガρ面か ら見て噛 のであつ て位 置 醐

題 にな ら蒸V・ρ場 の総稻 と同 じ く・陸地 と併一:されている場 合が 多 く・普 ぐ天

地の力消 然力の群 働 べきもので・ゆ 力のみ繊 ているので睦 い・

1βmhe七ha七 ㌃a革kSWith七he七ender'andgrOWinghigh七; 、-t
ノ る

11call't・earthanqsea・half-h・ldby七henigh七 ∫t- .・..『',

/
t .t 、}一'… 、1σ 殉z彦 珊`卿 ・)

Th・ub・ ・h㌻gma七 ・hthe-gale'(七h・uarta11wi'ngs)'

T…P・wi七hh・ ・ven鋤d… ちh尋nd・e蹟ndhu・ 士i・an・

、 、 『閲.. ,(%`ゐ ・ 輪 ・一げ 職 一ゐ`・の'

Nowwegofor七h七 〇receivewha七theearthandtheseanev'er

gave.US;・ 、.

(R`5θ ・ ρ'Dα γ,∫r・ 沼rωrFα 砺 瞬 θ550eθP)

(E)〔か 鞠L外 形的〕 ここで厳 の動き、殊暗 雄 盤 購 面 きが

客 観的 に捉・え られ ている梅 の穏 かな波の リズ ムや、嵐の海の庖吼 も表われ る
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が、直ちに暗示 力 と結 びつけて受取 られ ない場 合で あ る。

ぬ 臨 七e,n、 七eamわ 。。七、 。nd。1ipPe。 、,'taking.th・m・asure・fa1ユ

seas'・(8侃9げ 虚ゐeBr・ α♂ 廊e)

Over七hehoarsesurgingof七heseaう 『 ¶

Orfli七tingfl'ombrie写i)yd謡 ヱ," 、 ∫

1鼠aw,lheard… …

(伽 ・ftheC・ αaleEndlesslγR・cking)

]ヨnjoyersof`calmsof・seasandls七 〇lhmsofseas,

SaiIorsofmanyaship;walkersofmanyamileofland-・

(SongoftheOpenRoad)

' ・皿 比 喩 の 海
.

以上 は自然 の海 をWhi七manが 如 何 に感 じてい るか を論 じたので あるが ・

次 に彼が海 とい う語を比喩 として用 いた場 合、それは何 を指 してい るか とい う

鐵 を述べ よ うと思 う。 もとよ り梅 その もの を上述 の如 く理解 してい る限 り・海

を比喩 として用い る場合 も以上 の見方 を離 れた見解はあ り得 なV・。・

自然の海の解繹 に於 で・海 の動 きに生死 を感す る鮎 が一香 目立つ て居 るが ・

比喩 の場 合 も海 をいのち の海 と見たててい る場合が 最 も多 いのであ る。 いの ち

の海以外 に も下表 の如 く色 々な場 合が見 られ るが それ らの藪 は少 ない。比喩 の

例 は52例 で 、その中直喩 は4例 、他 ほ隠喩であ る。直喩 は特 に読明 を要 しなV・

の で こ こで は 鰯 れ な い 。(敏 字 はsea及oceanの 使 用 回 数)

・ 統 一 の 海 』 '4

比喩の海

(IS)い の ち の 海 。

… の海{纏 ・li

思 想 の 海.6

時 の 海3

詩 の 海1

其 の 他10

彼 に於て いのちめ海 とは、魂 の航海す る場 である。彼
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の 詩 の 多 くva ,(tMyS・uland〈1・ ・ と か"C・me,・aid・My・S・Ull'"な ど 言 つ て 、

「自己 と自己の魂 ξの二人連れで」 と輔 句が屡 槻 われ る・ この郎 の魂 は

彼 の超絶主義的 宗教哲学の立場 から見てのabSOltutebeingで あ り・「宇宙に遍

在 ナ る魂 の 一 部 で あ る 。 彼 の 詩 は 自 己 の 叫 び と この 、論s頃u毛ebeingの 叫 び と

の 交 錯 で あ る 場 合 が 度 々 あ つ て 、・をれ が 彼 の詩 の 解 繹 を困 難 な ら しめ て い る こ

とは 、 夙 にWilliamS・.Ke血edyがTheFightofα'IBbokfortheMorldに
ら

於て指 適 してい る通 りで ある。

この已 れ も他人 もその他萬有の背 負つてい る魂 ・その魂 ρ航海す る場 として

考 えちれ た もめが ・!稼の 所謂 いの ち の海 で あ る。魂 は族 オ る・それ は何 の爲 に ・

そ して何 所 に向 つ て で 曹 ろ うか 。SongoftheOpeπRoadに 』、

11he、SouI毛raveIs;

Th・b・dyd・esn・ 七t・ ・velゑsmu・h翁s七h…uい ・

The ,t)o冠yhas.jus毛asgreatawork島stihesoul,島ndpar.tsalway、

'
a't・la・ ㌻f・ ・ 七h・ ・'j・ur'n・y曲f七he＼ ・・Ul・'・ ノ

,こ'・'tt葦

魂 は族 す る、'

肉 盟 は魂程 には族 をしない ㍉ 、 ■'11'

肉盤 は魂 に劣 らや程 の偉 大 な仕 事 をす るが 、1結局 は魂 の族 の爲 に別 れ 忽ば

な ら ぬ 」 巳'』'一.σ ■:・'1翼 「 芦

Ofもh6fpfogrgssof七hes'oulSofmensandwomenalong七he・g!幅nd

lr・ad・bf・ 皿iv・ ・曲 ・,.allb七h・ ゴpr・9・e・ ・i・theheed'ede醐 晦

and・u・tona鵬 層 ヤ=' .『 郭

Theygo!tihbtt・go!Iknow七ha七 もheygO,bUt'1knowno七where

㍉七h
ey90;

'Bu七IknO
W七ha七 もheygO七 〇Ward七he、.1)eS七 一一.一一一 七〇WardSdm6もhing

great・ .`・t"

宇 宙 の 大 道 を ゆ く 男 女 の 魂 の 行 進 、'"

こ れ に 比 ぶ れ ば 他 の す べ て の 行 進 は 、 そ れ に 蜀 してQ必 要 な 飾 り と 支 之 に

すぎな い6
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魂 は 行 く、 魂 は 行 く▽ ・

・私 は そ れ らが ど こぺ 行 くか は知 ち ぬ 、・、.

しかしそれ弊 鰭 へ向ρで 働 偉零郎 の桐 ρて進んで噛 こ

と を私 は知 ρズ い るジ ."・ 一 ∫ 凱 ぎ

と あ るが 、 この 「大 道 の歌 」の 大 道 は 自由 、健 全 、・友 愛 な どの 「最 善」 につ づ

いて 延 び て居 るので あ る。更 に最 善 へ め考 え を見れ ぱ 一'.

TdonotknowW .ha七follows七hedeath.of.my翠fe∫
t'BcttIkno

wwe11七habWha七everi七is,i七iβ'bes七forme,

・'AndlIknowwell七h謡 七whatever .'is'翠eally1'Mesha真rlivejus七ais

Inudhasbefore.'1.」..、t`・ β

(OntheBeαehat」rVightAlorie)

私 の 死 後 に何 が つ づ 、くが し ら ぬ 、e.--tt'一

併 し何 が 來 よ う と そ れ は 私 に とつ て最 善 の もの で あ る と知 つ て い る郵

ぼ ん と うの 私 が 以 前 の と お り に 淺 され て い る こ と を私 は よ く知 つ て い

るo・.

噛
に も現 わ れ 、 又 この 思 想 を 「草 の 葉 」 以 外 に 求 む れ ば

恥al・r一 曲 ・in:a・ 七・・ngmanner伽 七 ・∴…T,・e・ ・aniseStl・

nothingイ ー-tha七weare・sailingagre碑SeablQwnhitl .pran母
ノ

、・缶.hi七herandkndwno七 〇Urow ,ndes七ina七ion-'only土hiS・ ・1・覧七ha七,

画 七eve・iちi・1,fU・ll・f・ ・nfid・nce,fU11、 ・fj・y,,・kn・w七 恥 七i七is

goQdforme・and七ha七i七iSdivine・andgrea七 ・(11hre,e.・-L/ectu'reson

R・eli8ionFurneSS:'Morゐshop)「 結 び と し て 次 の こ と を 強 調 して お こ

う 一.・ ・私 は た だ 心 を 目鍋 ま す だ け で 何 もの を も解 決 す る 事 が 出 來 な い 。 私

達 は 風 の ま に ま に 吹 き 寄 せ られ な が ら大 海 を わ た つ て い るの で あ つ て 、・何 が
ノ

目的か は知 らない。だが 確 か に 解 つている事 は、そ して實に嬉 しい ことだ

が、その 目指す 先が何で あろ うと、 それは私 に とつ ては善で神聖で 偉大でφ

る ことだb」

とこの講 演の原稿に於て も・われ ちは海 に漂 うが 目指す所 は善で あると読V'て
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Vbるe'

さて魂 の 族 す る場 と して 屡 々海 とい う語 が 登場 す るので ある が ヅ その意 味 の

海 も三 つ に分 けて 考 え る裏 が出來 る。一 は生 と死 の双 方 に連 る場 合 、ご は魂 が

肉 艦 に 囚 われ て い る間 で 、即 ち 生の 海 、三 は肉 艦 を離 れ た場 合 、却 ち死 の 海 で

あ る6∴',-t'・ ・1・ 『'

先 づ 第一 に生 死 を繋 ね た場合 、假 りに之 を統 一 め 海 と名付 け て置 ζ うも統 一

の海 はWhi七 鵬nに 於 ては ・永遠 の海 ・ 紳 秘 の海 とVbう 表現 を とつ て い る。4

め 海 で は生 と死 は一 つ いの ち の雨 面 にす ぎ なVb。 生 死 を永遽 に繰 返 し、 生の 契

機 と死 の契機 を内に兼 ね 具 えて 、之 の双 方 を統合 した もの として考 えられ てや

る。 例 えばTw・ 熾 叫zθ彦5に 見 る様 に'・

TwρRivuletssidebyside,

Two1)1ended,para皿P1,s七fOIIi119七idesづ'・t・

'Companfonsジ 七raveヱetsSigossipingas七h臼yjourneメド
FOr七heE七erna10ceanbound,'-T

These・ripples,passingsurges,streamsofDeathandクLife.

二 す じの 小 川 が 相 並ん で 、'

時 に 交 は り、時 に 干 行 して 流 れ て い る 、'

道 連 れ 、 族 入、 族 しな が ら語;6つ て ゆ く。.、 ・.t'r

永 遠 の海 に 向 つ て 、.・ ト 、 辱/・

て の 小 波 大 波 騒 ぎゃ まぬ 生 と死 の 流 れ が 。 一

と生死 の流 れ がEternalOce蹴 に 向 つ て 注 ぐ趣 を歌 つ セ い る 。'こ の 海 で は た ・

だ 生 死 の み な ち す 、 客 観 と主 観 、現 實 と理 想 な ど相 反 す る流 れ が 、 或 は 交 り或

は 亭 列 しつ つ 結 局 「 つ の 海 の 廣 い 胸 にV・だ か れ るの で あ る。it・l

AII,a11,tOward七he .mysticOcean,',tendin9。

(Oyearllfulwaves!七hekissesofyourlips!、

.Yourbreas七:sobroad
,wi七hopenar孤s,Ofirm,expa喚dedshore!)

,' 、"・(i1)idL)

凡 τ は す べ て は紳 秘 の 海 に 向 つ て ぐ
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(お お 憧 れ の海 よN'汝 の 口づ け よ、

その 廣 き胸 ・揚 げちれ た る腕 、 お お堅 く廣 き岸邊 よ。)
ぎ

この 様 に 生死 の繰 り返 し と統 合 、 そ して 最 善 へ の 道 と い う親 念 は 、彼 が

1{egel哲 学 とbarwinism"の 信 奉 者 た る一 面 を明か に して"る'■k'あ る。彼 が

唖 曲thepρ ・m・fevilal・ ・一'(8卿 ・8∫τ・mP・ ・ntanbk ・V・・)と

善 悪 共 に これ を肯 定 し、 彼 猫 自 の 宗 教 に よ つ て 、一よ り高 い 立 場 か ら之 を 統 一 し

て い る態 度 が 黙 か れ るで あ ろう 。一 髄,一:!

第 二 に 生 め 海 の 考 え に 入 りた 粋 。'.A.boαrd,a.-tα6玩pl3H:elm'・tC於 て ぐ 若Vb

の

舵手 に封 し警鐘 に注意 しつ つ船 を進 めよ とい う自然の海の航海 ¢)話か ら、韓{)
i.

て 魂 の 航 海 を想 い"

Buto .th・ship,the',iMin・ ・tal・hip!

Oshipa1)oa]じd七heship!

Oshipof㌻he
.bodyshipofthもsoonls'voyagi囎,voya弩 ・ing,

ロ
VOyagtng。

だ が 、、・お お 船 よ ㍉ 不 滅 の 船 よ 、

船 の 上 な る 船 よ 、

お お 肉 艦 の 船 よ 魂 の 船 よ 一 一 走 る ,走 る ヤ 走 る 。 一 一 、

と 人 生 の コ ー ス ㌃ 辿 る 肉 膣 、 そ め 肉 降 に 簿 る 魂 め 船 族 を 想 つ て い る る敦 ∫孟εr

theSea-Shipで は``Thewakeof ..七heSea-Ship,after馳 σ ・passels.一 一

flashing-andfrolicsome・under七{h6sun」/A血gtle歩pro66ss釦oRジwith

manyaf1eckoffo・ ■Mian(1・rmny赴agmeヨ ユ七s,/ゴFα11b魯 玉ngthiesta冶eiy

andrapid'S/hip-一 一in施ewakefOllowing.?・ と堂 々 と而 もす ぼ 亭 く海 走 る

船 の跡 に・ それを慕 つて波拭躍 り泡沫 や海屑が追喚すが る様 に走 るとあ り、之

は生命の沸れに出会う経験の種 相々 を款つたものであろう㌔ ノ(生め色々な維鹸

を 乗 り 超 え て 魂 の 船 が す す む 姿 を描 い た もの で あ るが 、・TheS'hipSt .art'in.gも

、Loさ,Theuni)oun(SedSea,
　

ロ ヒ 　 ボ

Ohi七 ・b・ea・ 七㌔ ・Ship・ 七a・'tin.uspreading .・allh・rsails-L-一 一an.

し ぬ

aMpleShip,Garrbing'evenhe恐 ・moQns昂i1Sゴ,㌧ し
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'
Thepennan七isflyingalof七,as.shespeeds,shegpeed言so・8七ately'

-below
,ell}hlo.us、w,paves.pressfor》ar{塁,

二Theysurroun(斗 七heShip,wi七hshini虹g`cu必vingmo七,iOlls,andfoa】 αn.

見 よ 、 は て し な ぎ 海 鳳 ・ 』'・ 、.'一 』 ・

そ の 胸 に 、 凡 て の 帆 を ぴ ろ げ て 乗 り 出 す 船 、 大 い な る 船 、 月 帆 ま で もひ ろ

げ て 走 る 、

旗 高 くひ るが え り船 ぱ 迅 く堂 々 と 走 る 下 に 波 ぽ 競 い 進 み 、

う ね り 輝 き 泡 だ つ て 船 を 取 りま く。
タ

と、は て な き海 を、順 風 に帆 をは らみ旗 なびか せ て 堂 々1と進 む舶 を書 いて い る

が 、 も とよ り1軍な る叙 景で は な く、'船は魂 を表 わ して い る。

.また彼が佳んで いたCamdenの 恥 わ1iG.S⑩ ・1の 落戯 に臨ん碑 辞 と

して 味 ん だAnOldMan・sTh。ught。fSch。 。1・'では 、 生 徒 の 輝 く瞳 、 若1き 命
」3

・に 呼 び か け':C
..f`lmm・ 蜘1・hipl/S・ ・h七 …ai1・u七 ・ve・ 七h・mea・ 脚1…

・e面 ・nth・'S・ul'・'v・y・g・泥 動 臓 に灘 た儲 す 緒 哨 重鞭 カゴ
に

し、 学 校 も軍 な る校 舎 が 学 校 で は な い こ と綜 、丁 度 教 会 も軍 な る建 物 に 在 るの'

で は なvbの と同 様 で あ る と してQuaker 、の 始 組GeorgeFoxの 言 葉"Why'

七hisisnot七heehtrGha七aIIr-7-一 七匁echur .ehisliving,'everliving・

s6ulS.'を 引 き合 に 出 して 読V・ で い る 。 或 は 航 海 に鍛 む 者 にPilotを 提 供 せ

ん と

Here♪sailor!HereShip!take〒a㍉(¥ard亀 真emos七P6rfe¢t・pil9{i,

Wh・m・ina'li七 七1・b・a七・putting・f卿d・6win島 ・T,・h・iling,Y・u,

gff・ …-'』 .(H・ …S・'i・1・・)tt

さ あ船 人 よ 、 晦 、,.＼,

最 も完 全 な パ イ ロッ トを乗 せ 給 え 、

今 ボ ー トに 乗 つ て 漕 い で ゆ く そ の パ イ ロ ツ トを 、

.私 は君 に 敬 意 を表 して提 供 しよ う。

と申 出 て 居 るが 巡 之 も 自 己 の 魂 へ の 眼 を 開 か しめ ん ど して い るの で あ る。 叉

雲ω吻r…5'に 於セ・砂地に腰を靴=+弊 わたる航灘 織 碓 に蹄 グ
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つv・ た 船 入の 回 顧 談 を聞 く形 の もの も、 ・も とよ り人 生 航 海 を意 味 して い る 。

第 三 に 死 の 海 の 考 え は如 何 で.あ ろ うか 。 自然 の 海 が 死 を 暗 示 す る事 は前 に も

.述 べ 浸 の で あ るが 、Lh}c・oln・ の 死 を 悼 む 職eπLilqcLα εtin・t・heZ)oor・yatd

Bloom,4のDeαthCαrolで は次 の 檬 に歌 つ て い る。

.卵P畑 ・h・str・ 丑gD・1iv・r…'1・'、-t-・t ノ

.Wheni七isso-When七houhast'taken七hem,・IjbyGuslysing

'七h
e4ead,∴ 』`一 、fI.

.Los七in七helovingfloa七ingoeean、ofthee,J

Lavedin.七he'floo(‡of1七hybliss,gDe鴻h. tt、"tt4

近 づ け 彊 き 救 い 手 よ 、-1'..'ざ

そ の 時 が 來 た 時 一 汝 が 彼 等 を 捉 え た 時 、.私 は 喜 ん で 死 者 を 歌 う 、

"や ざ し ぐ浮 べ る 大 海 に つ つ まれ て
、・ ・"1'1

汝 の 盗 れ る幸 輻 に 浸 つ て い る の を 、層お お 死 よ 。 ・ ・

tThe:night・ ゴinsiIence,unde蜜manyas七ar;

Orh・6dean/'sh・iCe,and七hehuskywhispe軸gwav・,wh・sev。ice1・

kn6w;'
、L"t・ ・t"

And七hesou1七uming毒oト 七hρeゴOvas七andwell.ve圭1'dDe孕 七h
,x

And七he1)o(1ygr窃 七efUl1Ynes七1ingclose'七 〇 七hee.'

星 あ ま た 輝 き 翻 か な 夜 く.啄

犬 海 の 岸 擾 、わ が 聞 き 知 れ る 唖 れ 聲 の 波 の 礪 き 、殉 ・

魂 は 汝'諦 議 ひ そ め て 大 販 る 死 よ 汝 に 向 叫

.肉 膿 は汝 の そば 近 く心 地 よげ に憩 う。'
の

海のささやき厭 を聞き・死を藤 しているカ§涜 雌 鷲 る解瀦 ・強 き

救 い手で あ り・新 たな生へ と蘇 らす もρで あるが故 に・喜 んで死の海 に身 を漂 わ
ぴ

さん と歌 い ・O・t-・で 伽 伽 伽 翫dZ・ ψRg・ 伽5の 中で も・海 の さ さや き

が 死 を敏 之て い るが 、 彼 は この 死 の 悟 りか ら 自分 の 歌 が 生 れ た 、 わ が 歌 の 基 調

は 、 この 海 の 教 えた 死 に あ る と極 言 しで い る 。:・ ・'、tt1三1

ニ
ー・tlArOyouwhi8peringi七,andhavebe ,en・all,.the、 七ime,YQusear虚aves?



'
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Is七ha七 端fromyour'liquidrimsandwetsa典ds?㌧

Where七 〇apswering,七hesea, 、s

Lisp,d七 〇me七helowanddeliciouswordDEAT[旺 ダ

海 の 波 よ ・お 前 が そ れ を 囁 い て い る の か ∴ ∫ 、

今 ま で'、、つ つ と 囁 い て い た の か 。 』、

お前 の水際 ・濡 れ た砂 濱 か らか 戸 ・.・ ・

これ に答 えて 海 は言 う

わ が 耳 に低 ぐ 優 し く一 言 、 死 と 。し へ こ

Poemsof .」.oγ
旦

(23)

に 於 て も、 煩 は しい 肉 盤 を 離 れ た 死 の 族(七heVQyageof

Dea七h)ば 樂 しか らす や 、・眞 の か らだ は 私 に残iさ れ て他 界 に 旋 し、'私 め 用 濟 の

室 虚 なか らだ は 、漂 め に 饒 り永 久 に地 を 肥 や す 糧 とな る乏 歌 う。.

ODea七h!thevoyage・ofDea七h!.、.1 、.t

'Th6
,beim七ifu1七 〇uehofDe就h,soo七hingandb6numbing島few

ミ

Moments♪fOrreasbnns,t'一'ti.・ ・

N_[y蝋1b・dyd・ubUesslef七 七6』thef・t'・ 七herSphb・es,

Myvoi征ed∴hod)㌧nOthingmOre・to'me,re七urningも6㌻heへ
pUi'ifiG,1七ions,fur七]heroffices,e七ernaa・1uses・of七heear七h.・

f℃-r-"一 一 _一 一(Poε 皿εOf∫OPtX田)ト_

こ の 現 實 の 煩 ば し さ を睨 れ ん と い う 氣 持 底 更 に 同 詩XV∬ に`10,sai1

り

to'se、i'ina'ship!'/ToIeavethisstead,y,unendurableIand!"と い う言 葉

と な つ て ・ 陸 を .離 れ た 船 の 自 由 を 左 た 乏 て い るb'こ ーれ と 同 包 考 え は2v・w

撚 ηαZθ め 議 ¢.8ん ・re並 に'TheUnt・ld洗 擁 に 於 て も 「岸 よ 陸 よ 生 よ さ ら

ば ・ は て しな き い の ち の灘 の 航 海 昏 ・ 地 上 で 得 らマtぬ 魂 め 究 明 に 進 ま ん 」 と あ

り＼ 幻 ・y.sh・i.pmate・1・ ザ でvtit一 阿
."・1.・ 一一

"O
urユife・iscIosedourlifebegins;

辱・層田heユqng,10nganchqyageweユeave,'・"・

「私 た ち の 生涯 は 絡 は り、私 た ち の 生 涯 は始 ま る。・永 い 碇 泊 を虫 り」 船 は岸 を.

離 れ 躍 進 す る 、喜 べ 船 の 友 よ喜 べ と歌 い 、 陸 地 を離 れ て こ そ 眞 の い の ち が 開 か
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れ る と死 に於 て束縛 を逃 れ た新 生 を壽V}で い る。ToozaAgeと 題 す る一一行 詩

で は

Iseeiny・uthee・ 七u・yth・ 七 ・hlargesan母spreadsi七 ・elfa・i七

poursin七hegrea七sea.,、

私 は思 う、 お前 は河 口だ 、吹 第 に接 ま り泓兜 た る大 海 に注 ぐ河 口だ

と、老 齢 を大 海 に そ そ ぐ河 口に見 立 て て い るが、・この海 は勿 論 、死 の 面 をお も

て年 した いの ち の海 で ・個我 の魂 を蓮 んだ 生 の流 れが 生涯 の族 を終 つ て・ 將 に

大婁 を荷 うV・の ちの 海 に露 り注 ぐ喜 ば し き瞬 間 で あ る と、老 齢 を讃 えて い るの.

で あ る。 ...

海妹軍 毒る死や憩 の海では な く・彼 にあつ ては假令死の海 とVbう 言葉 を用い

て も・それ 騨 滅絶滅 臆 で はな く,あ くまで も生へ の復瀧 魏 す るい㊧ち

の海 を意昧 して いる。彼 の死親 を明か にする句 を求むれば・ 「自改)歌 ⊥の中ダ
に 生 死 一 如 ρ 見 解 が 歌 は れ 、"Nodoub七 ・Lhavediedmyselftentho耳sand

七im・sb・f・re・"と あ り ・ ・Li・ingAlw・y・ 一 晒 ・y・D抑 副 の 中 で ・ 刻

々 の 死 に依 つ て 刻 々 に 生 き る己 の 姿 を 描 い て い る黙 や 、 また 死 に 不 滅 の誕 生 を

見 る 伊薦Pθr50fHeαvenlyZ)θath'や 、 生 は 耕 作 、 死 は 牧 獲 と 歌 うAsI

MatchthePL・ughmαnPl・ 麗g碗 πgも 同 じ 考 え に 拙 て い る。 更 に,T・Think

ofTime][に 於 て 、 生 き績 け る 眞 の い の ち が 、v・ ま 脆 け 出 した 己 れ の 亡 骸 を

物 珍 ら しげ に うち眺 あ てい る有様 、 そ して そのXIの 胃頭 に ある"■SwearI

七hi.nkllow七ha七everythingW1モ 取ou七exqePtionしhas・ ■11e七ernalSoul!,,

の句 が 、彼 の 死 観 を決 定 す る もの と見 るべ きで あ ろ う。 この萬 象 に 尊 嚴 を 認

め 、生 死の攣 遷 を もこめて 、一 切 の現 象 に内 在 す る魂 の永 遠 性 に封 す る張 い信

仰 は 、彼 の樂 天的 な宗教 観 を形 ちつ くつ でや る。即 ち彼 に とつ て個 人の死 は 七

全 学 宙 の いの ち とV・う絶 封的 な立 場 か ら見 るな らば 、 それ は死滅 で は な く永 遠

にの び ゆ くVbの ち の一一過 程 で あゐ,死 は全 膣 の威 長 と見 て 、死 もまた いの ち の

一 位相 で あ る と見て い るので あ る。 この様 な何 れか と嚢へ ば 東洋 的 准生 命観 一

小我 の死 と大 我 の成 長 との關 係 に 見 る如 き考 え方 一 は、 印度哲 学 に理 解 の深

か つ たEmersonの 影 響 を多分 に受 けて い る爲 で あ る と考 え られ る 。
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以.ヒはWhitmanの い の ちの海 の解 糧 で あつ で、 達 と死 並 に そ の続 合 の場

合と三つの瀧 見ためであるが・生と怖 死舗 うも結局恥 つであり・唄
ゴ

に 言 えぱ個 人の い の ちに 囚 われ ぬ超個 入的 な魂 を船 と見立 て て・ その船 の航 海 .

ナ る場 と して いの ち の海 、 い のち 一 般 と も考 え られ るい の ちの海 を彼 は考 えて

い る と思 ほ れ るの で あ る。 ・ 、 ・
の

彼6海 に よる比喩的論明は、いの ちの海以外に鍾 タあるこ とは前述 した通 リ
ダ サ

で あ る。 その 中で 、詩 の海 は直 接 海 とい う語 を用 い る ことは少 いが ㍉船 或 は航

海 とい う語 に ょつ て、 海 のimagei'が 判然 と浮 き出 され る場 合が塊 較 的 多 やの

で これ を次 に述 ベ ミ其 他の海 は一 括 して 読 明 したい6

(2)詩 の海,.Whitmalnは 國民 が 自由卒 等 の 基礎 の 上 に立 ち ・匝 も彼 の

'所謂Athl
e七ioIOve「 大SS'」 の きつ な に よつ て 固 く結 ば れ て こそ、強力 な 國家

が築 き上 げ られ る との信 念 を設 く愛 國詩 人で ある が 、 同時 に外 に向 つて は組 國

ア メ リガ とその デ モ クラ シイが 正 しく理 解 され ることを希 つて や まなか つた 。

T,oEQreignlL.an(1/s.に 於 て 、"Iheard馳a七 ∫youask・d .fqrsomethi.ngto・

prove七hispuzzle).七heN帥World乳/And七 〇define辱Americaヂher

・ath1・七i・pe皿 蝋cy;/The・ef・ 「砥 ・⑳y・u'mypoe隅that'you

beholdねthe皿wh紬you幅R七ed!'と 新 大 陸 を 紹 介 す る態度 で 筆 を とつ

r牟
・ 彼 は ア 刈'カ の あ る が ま まの 魏 描 こ う と した ・F・on七ier .iSpi`ri七の 旺 盗

し表新大陸 に、'宮廷 文学の残i宰たる欧 州養 文藝 と)移植は無意昧で あると畳 り、

瓶 に し葡 槻 醐 な 瞠 茶 飯 事 の 中 評嘆 或 噸 観 出 して こ そ ・鍬 鹸

自 の 文 化 が 打 建 て られ る と 儒 じた 。之 とか らSt'art・ingfτopt?auntanQkの 次

の 言 葉 が 生 れ た 。 一

ム!孕ewrace・domina七ingpreviou寧ones・andgranderfarr町1七h

皿ewcon七ests,

耳6V'IP・1i塾i・s・ ・n・w。li七 ・r・七ure・ ・ndreligi・n・2・n・wihv・n毛 璃 .and

arts・ 、'.'Lt

Thesq!myvoi.e6.announcin9--Iwills1eep,.nomoro,:bu七ari騨e;

Y・u・ceanstha七havebeen'calm,wi晦m・!h・wlfeely・u,
.
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・fathomlesS
,＼醐rring,preparingun,preceaen七 ρdw細es島hds七 〇rms.

新 し き民 族 ・.先 ‡ つ もめ よ り遙 か に 優 れ て 偉 大 な る民 族 ・'新 しき競 い を も

'
tつNl

tt・ 一 ・t.t'!1『.'・1・ ・.

新 しき政 冶 、新 しき文 学 宗敏 、、薪 しき襲 明藝術 。 ・1

これ等 を私 の聲 は歌 ケ ・ 私 は も う眠 らす 起 ち上 る。ttttジ'

颯 の胸 め 中で趨 か に眠 つて いた大 洋 よ忌何 と私 はお 前 を感 す る こ とか ㍉底

、知 れす動 め き、 嘗 てな 》波 や嵐 を起 さん と備 えて い るお前 を。・

"ご准 聴 眼 の
・6・購 編 ρ想 いで ある ・eの 心 のeeeaさ れた ものが彼

'の 詩 で あ る所か ら、彼 が 己 の詩 を海 と見 ・ そ こを舞 台 とす 多すべ て の動 きに ・

諸 々の詩 材 を象徴 させ 七 い る趣 は容易 に察 せ られ るで あろ う。`、 一・ ㌃一
　

S・b!F・t・蜘 畑 七eaming'thr・ughmy♀ ・e吋 』 ・1tt-'

"?
See・i面y:P・ 脚mmig・ ・n七・層・・五七inu瓦Uy船mi孕ga岬 窃nd鰍

'-tSe。;ih'afrfei;・
,'tih・wigm・n,七h・t・ail,七hβh証n七 曲 ・huいhe二fla七 一

'
∴ わ。。七

,th・'m,・i'・ ・-1・af,七h・ciaim,.therudeif・hee;.and・tliebackwbodS

'
-1'

,lvi11島ge,.`'rtt「tf・

沼See
,on七h66nesi4e七heWes七e埜nSea;a血d』 圃もheo七her七heE島s七ern

・"S・ ・
,』h・w七hey・ 翻nced・nd'・ も七・ea七 『up・nmyP・ems,a・ ・'Up・n

七heirownsh6res.'「1・ 、1・..

も

iこの 様 なSeeで 始 ま る12行 差最 後のHear・'で 始 ま る1行 とに は ㍉彼 の詩 の

海 ピ浮 く種 々相 が恰 もC漁logueの 如 く羅 外 され て い る 。農 場.都 市 、 汽 軋

電 信 、鑛 夫、犬 統領 等 々。彼 ほ これ よ り一 歩 韓 じて、己 れ 自身 を船 人に見 立 て

Tobeasailorof七heworld, .boun{iLfori㍉11ports;・tttt・ …

・・A・hipit・elf
,(S6・indee母 ・七h・ ・esai1・lsp・ead七 ・ ・th・9inn'"and

.lair●)'、 ・.・JTtt∵'

AsW'iftahdsWelling'ship,fuUofrich'圃words』'fUl1'ofj6ys.

(Poent5げ ノoγVIX')「

船乗となづで世のすべてめ静 に立寄ろヶ・

(私 が大室 にかか げる これ らの帆 を見 よ)』
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t㌶ 豊 か な 言 葉 と 喜 び に 満 ち て
、 す ば や く走 る 般 よ 。

と 、 こ こ で は 船 は 彼 の 詩 で あ り、 そ の 船 が 廣 く世 欄 を 航 海 す る と見 て い る 。

PoemSof・Joyに は 前 に 記 し た 通 り そz)第Xに 、 死 の 航 海 も ま た 樂 し と あ り、

第XV皿 【の``〇 七〇sai1七 〇seaina§hip!,'は 一 鷹 魂 の 航 海 を 意 味 す る と解 し

た の で あ る が 、 そ れ に 績 く'.・ ・-

Toleave七hetiresomesamenessof七hestreets,.宣he・side幅1ksand

七hehouses;'・ ・tt

Toileayeyoul,0-yousolidmo七ionle$sland・andenteri1}gship・
覧

、

Tosailandsa,i1,a,ndsa,U! .葦

ど こへ 行つ て も同 じ様 なあ きあ きす る町 並 や、 しき石 み ち 、

そ ん な所、固 い動 きの ない陸 地 な どは離 れ 去つ て 、船 に乗 り込 むのだ 、

そ して帆 走 る のだ 、帆 走 るの だ 。.・

とV・う詩 句は 、肉禮 を離 れた 魂 の 自 由 な族 を歌 うと同時 に 、 これ は奮 慣 に と ら

わ れ た 因 襲的 な英 詩 の 簿統 を離れ て 自由詩 を歌 はん との意 氣 を示 した もの とも

考 乏 られ る。tiresomesa興enessofthestree七'sと い う句 は 、日常 伽ou七inO

workと も、詩 の 正規 なme七re,rhy血eを 指 して い る と も考 え られ る。尤 もこ

の よ うな 二様 の解 繹 を据 め る と前 に述 べ たAfter々heSeα ・shi'PもTheShip

StCtrt・ingも 薪 詩 の船 田 を讃 えて い る と も解 す る事が 出來 よ う。遷 の 爾 様 の解

澤が成 り立つのに牌 由が あ る・ とib5の はWhi七m・nに とつて死の航海 は魂

一 般 の 族 で あ り、詩 の 航 海 は彼 な る個 人 に 宿 る 魂 の 航 海 で あ るか らで あ る 。

Leαves・fCrassは 彼 の一 生 に 亙 る魂 の 記 録 で あ るが 、 そ の 記 録 は 死 の 悟 りか

ら生 れ て い る と は彼 の 屡 々 語 る所 で あ る6'・'out'oftheCrαdle-E,nalessly
ニ

Rockingの 中で 、 「海 に暗 示 を求 め て{ .波 の 囁 きに得 た答 は死 で あ る 」 と武 つ

て い る ことは 前 に記 したが 、彼 は良 き歌 ¢)keYは 死 で あ る と して 、"Myown

・songs,awakedfromthathour・"と 述 べ てV・る 。即 ち 囚 は れぬ魂 の 自由 を謳 、

う顯 に於 て、詩 の航 海 も死 の航 海 と同 じ考 えに基 いて"る ので ある 。一

わ が詩 その もの を海 と見 る場 合 と、わが 詩 は船 で あ る と見 る場 合 と、、以 上 二

つ の肇 えが一 の詩 に纏 め られ ℃V・る もo .が あ るポ その詩 はInCa'binedShip
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atSeaでv八 行三 節か らなつ て い る。第 一 節 で は 、わが 歌 は魂 の航 海 の歌 で'

あ るか ら・海 をゆ く大 小 の船 舶 ¢～乗組 員 た ち に よつ て、.、わ が 翼意 が 理解 され る

で あ ろ う との期 待 を示 し、第 二 節 はわが 歌 を讃 んで 、 ここに わ れ箏船 乗 りの 心

を表 わ す歌 が あ る と欣 ぶ船 員の徴 喜 を描 い で .'.

・ 宜・reare・Ui・,th・ugh七 ・ 一一一一v・yag・ … 七h・。gh七,
,

Here'mot七heJand,firm1賦dジ 混oneappears,卑aythen.by七hem

l)e.said;e"

雫h・ 晦 ・'・raT・h・s-he・eLwefeel七heundul晦g"e6kb・nea七h

…rfeeも,・

Weteel七helongpulsa七ionL-一 一 ・ebbandflowQf .endlessmotion;

Thetonesofunseen .My昌tery-一.七hevabprue細1(iLvas七suggeStions

ofthe"brihyworld一 七heliquid-flowingsyllahtes,

Theperfume, .七hefaiP七creakingofl七hecoraage2 .=七heMelancholy

・rhythln,・
、 、、 ＼.ぼ し

The
.boun(翼essvis七a,and七hehorizonfarandaim,ar.ealIhere,

ムndthis・isOce(aln・ ・P・em. .、 ・ ・
ロ ノ

.おお これ ぞ ≠)れら海 ゆ くもの の 心 を表 わ し た歌.、.1

こ ζ1には た だ 陸 地 、 固V・ 陸 地 が 見 え るの で な い 、と 彼 等 は 言 うだ ろ

う.'、.一 亀

騰 磯 く大嵐 麗 と厳 のゆらぎカ・摩 られる、 二'

み ち駅 潮の綱 聯
・見 られ ぬ 神 秘 の 調 べ

、 ・ 青 海 原 の 甚 漠 た る 暗 示.・ よそ み な く流 れ て

.・.や ま ぬ 言 葉b海 ∫tttt, .、,.;t

,帆つ な の き しみ 、 悲 哀 の リズ ム 、

・は て しな き 眺 望 、遽 ぐか ナ む 水 李 線 、

この す べ て が 此 塵 た こめ ら れ て い る、 ・、 、、 し,

これ 宅 これ 大 洋 の 歌,一'

と叫 ん 寄 い るoVOyag.er .底 勿 論 人 生 の 族 を す る 人 々 を指 す 。iWhitmanは 己 の
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詩 を 海 の 偉 大 さ に 比 べ て い る の 廼 あ る が 、.更 に 自己 の 詩i新 し い 詩 の 嚢 足 を 船

出 と 見 て 、 そ の 第 三 節 に

.Thenfal七erno七,O .boo掌!fulfilyourdes・t・iny.:

COns・ ・t't・ 、ev町 ・蜘 伽 も 副 ・一7sa-iエy・U{・

Bearforth七 〇theM,foldφd,rmyloveL・(Dear騰 鎮h狛r寧 遭borybu

Ifoldithete,inevery・ ユeaf;)

Sp6e-d加,町3…k!・{s ,pready・urwhiもe副s,my11垂 七七・le'hark,

a七hwart七heimperiouswaves!・

Chanton・sailon一 勧⇔aro,er.theもou丑alesst・blue,.from

'
.me,to・C∋verysh③{ro,・

Thissopgfo'rm・xr・inersan(童all'tiheirships.＼

た じ ろ で な 、一わ が 詩 書 よ 、汝 の 蓮 命 を 果 せ 、.、

海 ゆ ぐ す べ て の 船 を 守 つ て 、6き 添 》b走 れ 、t・/t、 一

彼 等 に わ が 愛 を蓮 べ ← 一{(い と しき 船 人 建 よ鉦 こ の 詩 書 の どの ペ ー ジに も＼
　

わ が 愛 を こめ て贈 る。)

ぞ

迅 く走 れ 、わ が 詩 と)ふみ よ 、わが 小船 柔 瓢白 帆 を捜 げ、"大海 を横 ぎれ、

歌 えよ 、走 れ よ、 は て な き青 海 原 を、Vbづ この 國へ もわ が歌 のせ てv
ノ コ も

・船 入 た ち と
、すべ て の船 にお く るこの歌 をゆ冒_評 ・、

と歌 つ て、 わが 歌 本 が 人生 め海 を族 す る凡 ての 人 の絆 侶 とな らん 事 を蒲い ケ

つ 、 古 い詩 の傳 統 をた ち きつ て新 しい詩 の實 践 紀乗 り拙 した 自 ら髭拗 まも てVb

るが 、 この場 合 も海 の讐 えに頼 つて い るのr(Sr.ある。 …11i'

(3)其 の他 。 イ 、・思 想の 悔,'P昂8韻90七 〇 恥a橘 は 、 ス エズ運 河 の開 馨

や 太墾 洋 鐵 道 ⑳開 通 に よつ て地 理的 な ゴー スが 急激 犀 柘 け た所 か 鋲 糖神 的 な

東 西 往 來 の 可能性 を思 つ て い るの で あるが 、彼 な 東洋 的 な もの の 考互 方 に 共鳴.

して、 その槻 鮎 か ら棘 や難 魂 の 問題 を取 扱 っ てい る。 その 中で は 自己 の魂が 書

籍 に囚 はれ てVbる 心か ら離 れて 、原 始 の 慮感 へ還 ちねば な らぬ と歌 う。

1】ras睾age・indeed,Oso・u1,toprima1七houghも 、!

f

Os・ 画 惚P・e。sl・ ・s,エwi亀h七h・e声 掴 七h・面i毒h'塒 ・,



(30う
.・,・ 、人 業 研 『 究 「 第 宍 瞬 …

、晦 ⑳mnavig・ 七i・呵th6w・ 讐1d'b・gi・n;=・ 一 .'穿 ・

Ofman,七hevoyageofhisminds'retu潤n,・7tこ 『・・_、 ∵.'・ ・.

Toreason,白earlyp島radise,・'・'・ ・:'・ ・'「'一 「L':

・BaGk, .ba・kt・ 噸dσ 血'・lbi・thS'・t・ 蜘6・6n七in七ui七i・h・ 郷in・wi七h

"f
airc・ ・ati・n,一"…P瓦 ∫、 』 濫 … ゴ:

Away・0'岬}'hoi曲rt鋤 七h-eh・ ・!『
,':`"～ ・1"

、'宜碑ewe'n6ポ 面rkeh'd・and,dazedo血s61ves'w.lith・books"fbng

en・ugh?、'
.'・rデ ・.'`『 い 』 一 ゴ

『Sailforth!・s七eerfor ・thedeepドw昂terson1y1
、

、 『・・'/・ ・::1

と過去の因難 套ρ雑 た曙 物姻 肺 た心を去P-・紳の叡叡 聯 還るた

鵬 訟 錨を抜け・輝 嘗つてどの船人も敢て行かなか鮫 堺 ぺ律 うξ

歌 う時、 その潅 は 思 想 の 海 と考 え ぢれる。またCαroあ ∫ 洗 毒 霊.中に ある、
"Thedivine

.shipsai1・th・divin・sea・SP1の 聖 嫡 瀞 ・AS・d'St'rbng"Bird・

onP面`侃3F溜 θ 一め1中 の'``Sail・ll・ 舶i1もhybesも,ship.6fI)ombdratr'y!に

噛窺
い得 る海 も冠思 想 の海 と見 る事 が 出來 る。 ∴'

し ヒ へ

臥 蒔 め 濫IWhit蜘:Pt時 を如 伽 見 て 扁 かe・IDdie'stTh・ ・IVr・wの

中 に 、、 … 噛・　 … ∴「F『'∫ ∫・r

Parestth・-w・ps・ul・1.一 弓 い ・ ㌦弓 ∫「1'1;

W甑 ・u晦 七hm・ ・fowardV七h6廠h・ 画1蜘n∴ 唖 、'臼

空mlwh6㎡thσ 七ie註{・b・ 幡X-・ ∵ ゴt".・ ・・…1..'".、d…tttti・:t

Allbuttheti・Si"・t・nal,Tim・
.and.樋 ・e[.凱 冠 一・一'

・と あ ρ'{"/`'We・flQat
・・'in"Time'indSP,alee"と 泳 て・V

.る嚇 ら 醐 る勘 ～

魂 め 完 全 自 由 を想 う彼 に どつ て は 、T-im6と'Spac3は そ の 自 由べ め 最 後 の 或

離 二 の 制 繰 あ る骸 ≒ ζ で も 聖i喚 は ・s唄 φ 蘭 場 即 塘 どt.姥 え

ち れ て い る ・ま 如 ・ρ・絢 ・・肪 晦 に は 『ゴ 「'一 .・ .."・
-0

・f・・颯'th・ ・「sea・・f・Tinie,・ ・1・1・6七iRgva帥1ng・11,1』b・iiig,'t

A-windr・w・ ・dr'if七6fweedsa五 母shells,』 ・ 一.一 ・一

ミ

.とあ り、生 死 の 流 を 纏 過 の面 に於 て読V・た もので 、亥 旺` の々 いめ ちの 歩 み を指.
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し、 そのv・のちの海 の渚に寄せ る雑物 、即 ち八生の穂 タ椙 の逼 ζま一 ζ謹 に永

遠の 意 義 を感 す ると して 、.吹き寄せ られた貝 殻 の 申 にE七e置ni七 ゾs坦usi6迦 聴

くと述 べ ℃い る。一 、

・バ ・感情 の海 ・ 稚 々め感情の章 と・.それ らの具艦的 な}例 として表 われ る

場 合 と が あ る 。Sal4iaωMon4!の,・ 』'

Withih・m… 丑6・,・e・・∫o島七・・a鴫 画n七 ・,v・1・arr・es,9・・up・・

に 於 て は・ それぞ れ 碗 麟 倣 よρ て獺 され る鮪 臓 わ す 規 られ る・

多様齪 もつ海は .目 』『レ ㌔㌻.∴ .ン

マワe鑓e忘e誌']照ingli取g .we'ar6七woQf.thesecheerfulwaづves,'
'iC

・ilingL・ver・each-・th・f,a翼dli珈 ・ヤ ・七七ing、e謡 ・th・fll∴.

(Metono-HOWLongMewereFooZ,,d)t」t:》-tt

に 於 て 、 和 合 の 姿 で 薯 え ら れ 、'、'

Buta9'f・ ・m・"f・ ・y・u,・th・ 三舳i・ 七ibleseaist・separa七 ・uS,

,細.f・ 加 ・ゆ,・G・r・ 伽gus・ ・4iv蜘 ・tt:押 七細 且6t・ ・晦 煽

、、,,,,dive・s・ ・foreV・r;1-)・'., .、11(Q…fbhq・,.R・lli・ng'OQe・ ⑳.、 慧

に 於 て,は ・ 嚇 的 で は あ る が ・ 二 人 φ 仲 を 隔 て る 力 と して ・ 即 扮 離 ρ 意 味 に ・
}

學 げ ち れ て い る 。・な お.… 一、.・ 一 .,・ 玩'_"∴'

Andforward,forword,.insoleエnndarkhess,,1、:
、,}

ノ ド

ム・・i伽 伽 購 ・fl・ ・七we .9… 二ttt".一・.・ … .!一 『"

.・(S・".i伽gtゐe .Mig・issip.加 磁`4嘩 ゐり'ン ・F'

.の忘 却 の海 は ば の 項 劫 弊 ろ 死 の 海 め 弊 入 畑 るべ ぎ もρ と桝 る・・

弓 ・ 多 数 量 ρ 海 ・ 旗 大 な る海 が ・多 敏 多 量 の 意 に 用 鴨 れ る事 は極 めて 當
な

然 で 、 ・ 』'.、 ・ ・tt』r・1

、Thrf・iendt一 幽" .i",. .・.t"・-

Wh・ ・w・脚 ゆua・f'hi・'S・ng昌 ジbuも ・ρf七h・m噸 ・・1ρ号・ ・蜘

t

ofloVewiもhinhim・andfreelYpρur,dit・for七h,'

(R¢ ・・,♂θr5・Age3Henbe).、

3噸w・y・a七nigh㌻ ・a・y・Ufly・n・nel・ ・kinlg、 ・Othen. .the
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sUl1100sen'd.OC「ean,

OftearSr!・tαqrs」 七ears

…(Teαrs)

Withthecoun七1esstorchGsli七'with七hes{1en七seaoff誌ces,

and七h6皿baredheads,・ .P

・(Mh .enLilαcLαstintt'・he1)oor}物 雌Bloonz,の

S・m・ 七hingl・ann'・ 七 ・eepu七 ・upw謡dliLi母in・U・ ・pt・n-9・

Seasofbrightjuicesuff{1seheaven,・1

≒(Mal.tMhitma・n)

等の如 く、限 りな幽愛の海 、涙の海、多 くの顔、豊か な樹液 などの表現 に用 い

・られてい る
。

結 び

Whituanの 海 のimageの 奎 貌 を把 えよ うとした爲 に勢 》・分類 に追 わ れ る
、

形 となつ た 。結 論 と して言 い得 る こ とは 既 に各 項 に於 て述 べ た の では あ るが 、・

『一 懸 こ こに纏 めて見 たvo
。

{1}・Whitmanの 抱 ぐ海 のimageな 極 めて 旗 く、 その詩作 の主 位 的 契機 を

形 造 つ て い る。
らミ

ロ ら

{2}そ のimageの 嘉畳的側面 は、彼 の自由詩 の リズム形 成 に決定的 な役割

… 聯 じて い る ・ 一
,♂

(3)自 然 の海 の解繹 には、宗敏的 な見方が濃い 、

『四 比喩の海 はぐ 「いのちの海」 と見 る場合 が最 も多 く
、次 に 重 要 なの は

'

'「 詩
の海 」の 考 えで あ る。

(5}「 いの ち の海 」は・魂 の郵 海 す る場 で ある。

㈲ 「詩 の 海 」 は、彼 の魂 な る 「草 の 葉 」 の航 行す る場 で ある 。

(7)船 は一 般6魂 を指 す場 合 と、 「草 の葉 」 を表 わす 場 合 とが あ る。

(8}要 す るに海 ぼ魂 の解 放 され る場 で あ る。 tL
さ

即 ち 海 は 「魂 の解 放 者 」(libera七 〇rbfthe'SoUl)と して の詩 人Whiも 漁11に
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とつ て 、 不 可 鋏 の 活 動 舞 台 で あ る。

Whitmanは ユ888年 即 ち 彼 の69才 の 時 、1V・ σ伽6θrB・ughsの 序 と して

A'BackwαraGlanceO'rεTrαv'el'dRoad5「 回 顧 録 」の 一 文 を草 した 。Leaves

ザGアass刊 行 の 動 機 か ら読 き起 し、 彼 獺 自の 信 仰 、 思 想 、 文 学 理 論 を 展 闘 し

て い る6古 い 正 統 詩 の 型 を 斥 け て 、 新 世 界 の 現 竃 と科 学 と を基 と した 民 主 的 な

肚 会 に テ ー マ を求 め直 戴 李 明 に歌 い 上 げ て こ そ、 よ り偉 大 な る詩 が 生 れ る との

斯 信 を 明 か に して い る。 併 し十 九世 紀 の 普 通 人 を 記 録 す る と言 い つ つ も 決 し

てtrivialismに 階 す る事 は な く、 民 主 杜 会 の 究 極 の 成 長 は精 紳 的 道 徳 的 で あ

るべ き で あ る と して 、 詩 文 の 効 用 も箪 に 讃 者 に知 的 な満 足 を與 え る だ け で は な

く``七〇fillhimwi七hvigorousandeleanmanliness,religiousness,and

givehimgoodheartasaradicalpossessiollandhabit"と 述 べ て 、 あ く

ま で 善 意 の 昂 揚 が 目指 され ね ば な らぬ と して い る。

要 す る に この 「回 顧 録 」 は 、 彼 の詩 論 で あ り、Leaves・ ∫.Crassに つ い てO

自 ち の 解 読 で あ る と同 時 に 、 彼 自身 の 思 想 的 自 傳 で も あ る.從 つ てWhitmaa

解 繹 に は極 あ て重 要 な 意 義 を もっ て 》 る の で あ るが 、 そ の 書 き 出 しに於 て 彼

は 、LeαvesofCrassと 共 に 歩 ん だ 苦 斗 三 十盤 年 の 歴 程 を 回 顧 して"some

1もngもhen'dship-voyag6,whereinmorethan『onqe七helos七hour'had

apParen七lyarrived,andwesee]m,dcertainlygoingdownyet

reachingpOr七inasufficientway七hrougha,11discomfituresa七las七,'と

長v・ 船 族 を偲 び 、 苦 難 を 凌 いで 港 へ 到 達 した 喜 び の 意 を表 わ して い る 。 そ して

こ の 文 の 結 び に 近 く彼 は こ れ ま で 述 べ たgarruloustalk∫ 七hQugh七,reminis-.

cencesも . ." .

Asidly《lrif七ing、down七heebk》,

Suchripples,half-Gaugh七voices,echofrom七heshore.

と 、 の どか に 退 き潮 に 身 を任 せ る老 の 身 の 、 鑑 き 取思 い 田 と して 讃 者 に 以 上 のミ
言葉 を贈 る旨を述べて い る。^

これ らの表現 は、世俗的 な人生航路の讐 えを一時 的 な思 い付 きか ら引 き合に

出 した ものではない。筆 とる指先 に滴 るほ どまで に、 海のimage'を 身 のr部
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と して もつ て いた に違 いな いWhi七manの 姿が想 像 され るので あ る。幼 時海 洋

の轟 き を耳 に して蒋 つた もの は、 生 澤O・の耳 に波 を 聞 く。 この 海 の ・iMageは

彼 の豊 か なilnageryの 中 に、 恐 ら く一 生 を通 じて王 座的 地 位 を 占 めてv・たで

あ ろ う。 そ して これ な くして は 「草 の葉 」の 芽 生 え も困 難で あつ たで あ ろ ケ

し、 よ し成長 した と して も全 く異 つ た姿 を もつ て いた に違 い ないQ




